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４．配当等により利益の流出が行われないための方策等 

(1) 基本的考え方 

当社グループは、引き続き業務の再構築やリストラによる経費削減等に取り組み、収

益力強化を図るとともに、不良債権残高の大幅な削減や政策投資株式の圧縮等により改

善されたバランスシートの健全性を維持しつつ、着実な内部留保の蓄積を図ってまいり

ます。これにより TierⅠ資本の質・量をともに充実させることを第一義的方針と致しま

す。 

 

(2) 配当、役員報酬・賞与についての考え方 

配当につきましては、安定配当を基本とした上で、業績や内部留保の蓄積状況を勘案

し、13 年 3月期の 6円から 14 年 3 月期 4円、15 年 3 月期以降 3年間 3,000 円据置き（従

来の普通株式 1 株当たり 3 円配当に相当）と減配してまいりましたが、バランスシート

のクリーンアップを完了した今後は、グループ収益力を早期に強化し、自己資本の充実

に目処をつけた上で、より株主重視の考え方に則った配当方針を展望してまいります。 

なお、当期利益の安定的な黒字確保を前提に、業績展望等も十分に考慮した上で、配

当性向にも留意しつつ、19 年 3月期以降、普通株式の増配を検討してまいります。 

また、役員報酬・賞与につきましても、配当の考え方と同様に、内部留保の蓄積状況、

中期的な業績展望等を慎重に検討した上で、適正な支給水準を検討してまいります。支

給額の水準につきましては、社外取締役を委員長とする報酬委員会（取締役会の内部委

員会）の審議を経て決定してまいります。 

 

５. 資金の貸付けその他信用供与の円滑化のための方策 

[基本的な取組姿勢] 

当行は、「金融機能の早期健全化のための緊急措置に関する法律」の趣旨に則り、新商

品の投入や各種施策の実施により信用供与の拡大に努めてまいりました。特に、健全な

経営内容の中小企業や個人の資金需要に対して円滑な資金供給を行うことは、金融機関




